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地域へ広がるてらん広場

•てらん広場の先に１９か所の日中活動場所

•日中活動場所は福祉サービス以外にも存在している

•日中活動の先に約500名、７０ヶ所以上のグループホーム

•グループホームの先に更なる日中活動場所が存在



てらん広場の考えるアセスメントとは





てらん広場の“志”

行き場を失った人たちが辿り着くのがてらん広場です。

てらん広場で心身ともに傷ついた利用者が人間としての尊厳を取り戻せる場所とする。

また、利用者に関わる職員も利用者（他者）と関わる中で、自らが成長できるような関わりと環境とす
る。

その為には・・・

・何歳になっても利用者（他者）に対して新しい発見・出会いが出来る人間でいたい。

・利用者と怒り、悲しみ、喜び、時に慰め合える人間でありたい。

・言葉にならない思いを拾い集めることの出来る人間でありたい。
こんな想いを大切に利用者と歩みたい。

・障害があっても成長が出来ること、世界は限りなく広がっていくこと、そんな居場所を創る

こと、誰もが幸せを感じられる豊かな人生が送れる環境を創る。


